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現場は新潟県村上市内、日本海沿岸自動車道（高速道路）一連の工
事です。
インターチェンジ内の橋台アプローチ区間は山間部のため、橋台
周辺は掘削が必要となり、掘削を埋め戻す盛土部は補強土壁工法、
周辺の切土部はブロック積工で計画されていました。盛土部は耐
候性の向上した鋼製型枠を用いたテンサーAZ工法で施工されまし
た。また、切土部は新技術活用システム（NETIS）による技術評価の
活用と経済性の向上が期待できるテラセル擁壁工法が採用されま
した。さらに冬場の施工のため、ブロック積工はコンクリート養
生や天候等による施工期間の延長が懸念されることもあり、工期
短縮も採用される要因になりました。

現場の特徴として、維持管理面から法面を緑化せず、テラセル中
詰材をすべて砕石にしました。
補強土壁に先立ってテラセルを施工する工程のため、テラセルの
小口部分から中詰材がこぼれ出さないための工夫と、補強土壁と
の取り合わせの課題を補強土壁側のAZ鋼製型枠等を用いた小口止
めを製作し克服する事が出来ました。
現場からは、熟練工等必要なく誰にでも簡単に施工ができる、軽
量でコンパクトな材料なので大型重機も必要なく施工上の安全性
も確保できるとの評価を頂いております。
新潟県では、中越地震においても復旧工法のひとつとして多くの
実績があります。現在では、その経験を生かし様々な現場条件に
対応し高い評価を得ています。

テラセルの小口止め
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補強土壁（テンサーAZ工法）の
橋台廻りすり付け施工
テラセル®擁壁工法
新潟営業所　石垣　竜一（埼玉県川越市 出身）

切土部：テラセル擁壁工法
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旧年中は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます
本年も一層のお引き立ての程お願い申し上げます
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この度、弊社の環境対応型ジオテキスタイル「トレップTT」が「エコ
マーク」に続き、愛知県リサイクル資材評価制度「あいくる」に認定登
録されました。
「あいくる」は愛知県で平成14年から始まったリサイクル資材の評価制
度で、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律、いわゆる
「グリーン購入法」が平成12年5月に施行され、それを県として進める
上で制定されました。
また、公共工事で使用可能な品質・性能・安全性を確保するための基準
を設け循環型社会の形成のために認定登録された資材を愛知県の発注工
事で率先利用するものです。
トレップTTは使用済みペットボトルを回収・再生した原料「再生PET繊
維」を70％以上使用した上でもJISの試験方法をクリアし、東京インキ
のお家芸である添加剤を加え耐候性と熱安定性も向上させたスパンボン
ド製法による連続長繊維不織布です。
その用途は幅広く「分離」「濾過」「排水」「補強」「保護」の機能を活か
し軟弱路床・路盤分離工法（公的マニュアル有り）、盛土の排水と強度
増加、雨水貯留システムの保護・吸出し防止等、多岐にわたりその効果
を発揮することができます。

また、再生PET繊維を70％以上と多く使用することで、CO2排出量の
抑制、産廃埋め立て量の減量などの一端を担い、温暖化対策にも効果が
期待できます。
今後も環境面においても社会貢献できるよう、グループの総力あげての
努力を続け、次世代につなげるインフラ整備に役立つ提案をして行きた
いと考えておりますので皆様のご支援を宜しくお願いいたします。

『トレップ®TT』あいくる制度に認定登録!!
名古屋支店　加工品営業部　安達　英志（愛知県名古屋市 出身）

再生PET繊維70%以上

エコマーク認定番号
第09105009号

※「防草用途」「TT-3S」を除く。

雨水地下貯留システム
遮水シートと現地地盤及び埋戻し土との間、また遮水シート
と滞水材との間にトレップTTを敷設することにより、現地盤
や埋戻し土の凹凸や角ばりなどによる遮水シートの損傷を防
ぎ、遮水機能を維持します。さらに、システムの上部の埋戻
し土と滞水材との間にトレップTTを敷設することにより、両
者を完全に分離し、同時に滞水材への土砂混入を防ぎます。

トレップ　TT

遮水シート

R

滞水材

分離 濾過 排水 補強 保護

トレップ用途例


